
技術概要
　私たちは、光応答性のタンパク質であるロド
プシンとGタンパク質共役型受容体（GPCR）
とのキメラタンパク質をデザインすることで、
細胞の状態をコントロールするGタンパク質を
光で制御する技術を新たに開発しました。

背景・従来技術
　細胞は光や化学物質、ホルモンなどの外から
の刺激に応じて、その性質を変化させます。そ
の時、刺激を受け取るのがGPCRであり、GPCR
は細胞内の様々なGタンパク質を活性化して、
外からの刺激に応じて細胞の状態を制御します。

特徴
　これまでGタンパク質を制御するにはGPCR

が応答する物質を探しだし、それを細胞に添加
する必要がありましたが、多くのGPCRでは
そのような物質を見つけ出すのが困難でした。
我々は光を使って細胞内のあらゆるGタンパ
ク質を操作することができるキメラタンパク質
を新たにデザインし、これまで困難だったG
タンパク質の制御を容易に行える技術を開発し
ました。

実用化イメージ
　将来的には生体内にある様々なGタンパク
質を自由に制御することで、疾患との関わりを
調べるツールとして私たちのキメラタンパク質
を利用していきたいと考えています。さらに、
そこからGタンパク質の関わる疾患の治療法
の確立につなげることを目指します。
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・赤外分光器
・ナノ秒パルスレーザー

・Gタンパク質制御を利用した創薬研究
・より高機能なGタンパク質制御分子の設計
・光応答性分子を用いた応用研究

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　Gタンパク質を生体内で制御するGPCRは、大部分の創薬の現場において重要な研究対象となっ
ています。私たちが開発した光によるGタンパク質の制御技術は、新しい観点からの研究を可能に
します。
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